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●市町村長への要望書･

・要望書提出について．

・第18回

　

難病恋者･陣害嗇と家族の

　　　　　　　　

の全迫集会に参加して5Pヽぶ⊃Ｐ

・第１８回

　

全適集会、集会プログラムより

　　

（基調報告・槃会特別決議)

・事務局からのお知らせ、



-　畢営為重力へのご協刀を-

支部長江口美生島

今年息巻2匝憎の磯軸柑発行されヨレたp

今回の内容の中にlよ行政への要勤勉をす57WI=､峯破

zTらの73,ケ～トを･あ軌1号5こと(=fJ-ってレl%す,

Ej朗さんが囲っていること､あるLIta･行政に対レての.

淀泉艶剛弛れ支離L/7I3-7に,a-リさすぴ､行政

への要重油勤を行言う予定です｡

タ､支動て刃しての軍営'dlt..i/あり召したう､樋に暮し1て

いT=r-:きたし1と軌一すすの?..ようし<あ属しlいたし詞｡
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第5回
十勝に患者会のない

難病患者家族交流会

十馬に島名会がなく.島名同士の交流鵬7分いうクのため

の危急.象嶺交流会を何俊敏しきす｡

日韓生遠での.さヨItlI皇宮を粗雑やネ奇に艶うこと甘とを

気軽L=-話し食え5場として.きT=廉養生藷の良い膚報交換がで

きう虜として､大変凄重な交流会と+JrてあL)舌す｡

第5回を迎える交免会に.ビZ^かくの奇のご勧D互卦ナ書写

ようあノ嶺い申し上げます｡

(. E]時　)cIC11年9月14日仕)

午後)的33分～年彼4時部分(考何l時)

2.場所　　希克市鰍か福祉でJ夕- (知を)

希え市/L圏東町37日q- I

3.申し込み　北/,*見難鼻息十鹿妻中毒覇所首で･電軌こて･

み申L'込み下こい｡ (9月12日舌で)

≪TEL〉 (0155)23-6bO2

密月-金JO蹄-4-的舌で.土10晴～2癖舌でです｡

4.主に対象とをる部会.霧あ

ぁすすう会.〟-ミシソ↓轟.績催物帯噺ヒ泉･

筋祭刀泉.脊髄′1､鳴変姓泉.オストミー協会･

バージヤー泉.その他希少難泉.
-　2　-



5･ El的①義気と共に生為ちら.嵐老同工が､良いノ僻紘交

換し合うこと7.､義気に立ち向う刀と7-d･九る三と｡

②日韓の鹿敬の中での規範や､木骨を声にす5こと

で･白身ii,の努かだけでl∂解決でき,dLL多くの

何題を取リLげ了､医廉ヒ福祉のfL臭1てフすする｡

③十鳳二足着金Z>"rdlく､交流の磯会が少凱鳩名､

象薮zld､気軽に自由に藷･)食える湯とする｡

6.内容　　):oo　卓付

I.'30　交ご東金

さ　.a

4:30　帝音吐

ビデオ

グ/L,-70 1=わzJ､れて呑/泉

=T=く亡んのご身かD綿ちしてし)ヨす-(申仏み?剛2日ヨTt)=

垣寝田田白⑯鼻祖毎唱
〇日騎IC79ト卑M引7日(白)年磯1:30-3:班

o講師　蕃男医吸　取長兄生

o場所　帝京帝展合格社EJタ-

o主催　㈲北海道巌鼻息十虜妻帝

㊥詳し<一言･次回准勧銀にて紬うti教L,舌す｡
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お住み地峡 �����ﾔﾈ�3"竄�*ﾃ2竄��｢�

部会名 年令 ��1.患者2.家族3.その他() 

10代20代30代40代50代60代70代80代以上 

医療.福祉.学校.就職.介護.付添い.通院に関することなど､どのような事でも郎 んの要望や困耗な現状についてお寄せくださいo 

市町村--要望　(9月3 0日締切り)

_　■. t　-■　一一-一一---I1--I-ll----A-一一　~■

_一--.L一　一　一､1----　一一､- I--I L 1--　L　--一　一▼一一1L■~　~　~
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面田村昂勾⑯ Ej包白田包濫曾Q;n胃
昌横の牢望云あ杏仁下でいP

北海道卓抜鼻で唱,祈､ gD盟各団体の要望をとり召ヒ九九薄

塩知多､礼現市長､合且の市町村良へ櫨息L,ていヲす｡ ( qOE鬼混

乱令. 'qL3.10発行'd-ん机んNo52克郎)

この市町村長への電壁書のt項目にオロえ.十勝委帝の如抑~つ

●として､班戒のひV､え5画題や､貴感官どを､狼白に取り上げ､尊

空音として､堤出L/T:いと艶い召す一

昨且冊､丁場支部串新納所して･福祉横断)i･J印や.裾鎖

等7･.嫡輔う･頑の患名･家蔵との交流の中で､色目泰嵐に立

ち向い､ぴん射てい醜名や､甑盲でごえる家禄の献身的蛸

にふれるたZJ･Lこ､白倉嵐の努zJだ､flでL言､どうt=L,解決でき'dTい､

かくの盛観びあうことを知らで九舌す,

とうにL/Tiら領一都合を､理解L/てL,らうに甘･声に出すことZ7(

●大､tBだと見目召す｡

匁息艶森泉名家裸水経験してきた尋､臭蹄に直乱してL-急事

を､具体的lこ知らt乙ことzF･鯛して乙らえる-巻島いちまで･す

難轟東名だ17でTJく1 3供7Tう､摘草リラで･号へての人が､

住みJい地所を厳し)､金員の岩泉のご協Z)を頂き零望重吉とd'T:-J)

と足いきすので.とうやようし<t風佃L/エt73号｡

㊨　別紙､と
であ旦')下こい.



尊全道集会に鵡して伊
rl

;ふ∴ll0.--_･ - ^L4-ニット南方ol仝-

Bj井鼻ご工

匙衰L=喪定されてt今年で十五卓L=,a-5ヒ無いきれ

初oて､全遵集会に出如-纏か木曽でしたが▲支部のラ息も-

銘で1号の71この日を′じ待ちL=してあ,)3-した｡

十一軌=･釧路のちと合東レ､一蹴同爺に出発L,ヨL,Tl,

こかから五時軌ハスに鳴られて行くのか大喪れらと担い3L,

たれ釧罪のろと∴希えの示達か泉き統合して､牽しい車中に和ノ

ヨして.無季-iEl鍬こ嘉<与か出来舌L/T:-"

二つの六テ/i,I:6/J加了の宿泊.夕食の飼のたくでんの全員a化身

に驚き舌した｡

でt,､色相義気の至とt/末吉gL,弛穿きして､凍L/い夕食を､

さセて頂き舌LT:=4

号うして1着いポラ↓ティ7g,う貴の手屠し1イ憎ぶり互毘舌して

BLJLすると共に,頭の下関思いです

そうしてL集金の発見豪族の訴えの時のお話しを蘭いてL譲がr

とg)どな<凍れとんちに苦し日和れてL今-で過ぎた摘

しト･･毎分'?きだきだ畠いちだと､由億を埼ちぎした｡

私も元約時臥/凡ても支離の蝋､ヌ･患者さんの為に､あ●
手伝Llをして行きたいと畢し1号す｡

最衡こ･碑の役如省線斥うL,ティ了の岳楓本当に=･.苦労

棟でしたロ　学L/了･ノじグう席細やL,上げ召す.
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∴二二∴':,_-__㍉二~~ -;17;-=三尊

翻欄の中潮娼イ本摘締集れ1こ紬為如iE･.F飴d′′の

_∴∴_-　~~∴∴∴-
相良証ランチイ770,号や欄えら如きLT=【

1_摘.Z鯛の十勝での全離飢思し､机御解くfi'1%L

rて｡紫郎紬させようじ皆で煉A,i ､-合わせた51g)工射し

●デーL才､-卵-Lr--紺生十賭′･こして鋸如き
二′-,のrnTiトl,_Tilt-_のtf ､亨きれTJL,凄疹Y･してibL瑠d'てLtろ

か弱あが一つの柵睦こすT=0)にLJ J威杜銅解や､ボ
-7ン才/アの手跡†や､射A-の頒奮励亡失A,ら射て3h/lますb

朋の葬鋸,働口鋸,),LでL個人針腔も鋸柚子細く乙

祉翫爾広告W離- ､教巧くのご翻t LlT--研T-一御餌･

追啓もして銅バスの個人鋸師も全額支老化鉢り二℃ができ

加哲の汁の緊要tlする-/ylかでき手LT= ｡

さて.調紛糾御子/し/く分散､タ餅･卯針--Fってし1%摘

鉢57りr-J碑tLTt o　離離､詞浄財娩火大食で潤妊l-一見

ろ旅山路y"書見をTj:i,のてLr: ｡

● Z日日一年#Jl･1各部膚の--. ､摘翻病卯餌勤鯛順病
硬の中井粧せ乞囲んで強頒合･賊吏食でLTC o

午御伽刑孝鰍こて舎舶名港為･蘇確の傭強練の碩凋

斉木紺の猪如､直射寮についての棒鮎変えてのみ移しでした｡

集客終㍗像灘-桁んに鰻ら折､十酢釧路の銅バス絶

個来　つる両濃艶に一-;bL壬したか･やっぱ//今如食付booCP]

0,イ綱で針l才したC　か､出に碓ろ,TJルてイ0

3日目.思い出に椎ろで5)うり;T],L出発順路につレIT=o)でLTrQ

隻雇は蓄障じめ綿棒各真部､ポ･ランチ^7縞々朋(=諸綿

でした｡　タ川かt･>)ごさ･､い手Lた0
-　8　-
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ヨま　第1 8回難病患者･障害者と家族の全道集会に参加して　勺ヨ,

空聖　腰原病友の会　川村　明美

初めて全道集会に参加して､こんな大きなイベントを患者だけで行っているだなん

て､とても信じられない思いがいまだに残っています｡

｢患者･家族の訴え｣では､藤田節子さんの｢原因不明の病気といわれ､車椅子の

生活｣の訴えで臥聞いているうちに涙がこみあげてきました｡ 1回臥右足下肢切

断､右手に再発し､右手を助けるために左大腿切断､そして左手に再発･･･｡

何て神様はこんな思いを-と思ったことだろうと患います｡

もし自分が､同じ立場だとしたら-と考えると､やり切れない気持ちで一杯になり

ました｡

そしてもう一人の島津一義さんの｢ベーチェット病.失明と関って｣の訴えでは､

せめて眼が見えるくらいの幸せがあってもいいのでは-などと思ってしまいました｡

こんなに辛い思いをしてきても､生きることの喜びを忘れずにいると言うことは､

とても素晴らしく､見習いたいことだと患いました｡

難病と闘っている皆さん､骨こ同じ軌､だとは思いますが､初め､自分が発病だと

分かった時､ `どうして私がこんな幸いめにあわなくてはいけないのだろう･と思っ

たはずですoでも､それを乗り越えて､病気と闘う･･･といよりは､病気と中良くして

いくことを考えていくo私は､それを今回の全道集会で今まで以上に痛感したことで

す｡

分科会では､普段通っている病院の先生にはなかなか聞くことの出来ない一重のこ

と'簡気とのつきあいかた'を教えてもらえまして､大変良かったと思います｡特

に挽疫抑制剤の種類によっての効果,については､大変勉強になりました｡どれも

同じもののような気がしていても､人それぞれ飲んでいて､効果のある人とない人と

いますoそれが今臥分科会に出席できたことで何となくですけれど､分かったよう

な気がしていますoその鄭)怖さ･･･もo病知洞によって悪化するか･･･｡これも又､

今まで分かっていたっもりでいたのですが､欄が少しでも良くなると忘れてしまう

ものです｡

私は今臥全道集会に参加できたことで､友達ができ､病気とのこれからの付き合

い方-みたいなものを学んだような気がしています｡

社会に復帰することはできないかもしれない私ですが､自分なりにやりたいことは

ドンドンやっていくつもりでいます｡

また､全道集会や全国大会があった機会には､是非参加したいと思っています｡

-　9　-



北方向催(=参か□すうの13初d)17 7･した｡参即する立i13とんfJE-=5

うと.預の中でいういう想像しfdtがら､洞爺の会場へ到着｡

後員のちク. JRlラC/ティ了の皆さんの.さわやかにがんばっている

考L=取れ召んだかうらやましい凍7-dl気持ちと.学して2年前の鹿か

しさと.あの緊ヲ純ひLJあがえ5貯いびしきした.

腺かしく食えた仲向ヒの夜の女流でJ3t仕手ができ5裁L=71dhたこ

と互, E)を輝かせ7.言色して(かた人.なんてスラヰ甘んだ5うと､

●三笠墓誌き:m孟㌘芸㌶霊芝言霊:芸畠荒烹芸呈t計誌の纏

堰療宅41たM).両足tD帆車イスの生藷をよぎfd-くこれ遡蒔,不要

つうい轟麻のEl?五泉l)堪えノ､今J3卓イスのZ主人と拓殖さ血T=三と

.自豆を廟っ7･ 7)強くかんぼっていち陰LCl3､ tLれT:-:lり格み.芭L/

し1思い7FLあっT=だろうと州｡そし7人tJ　乗り越える77を為っている

ユとを.知らさか召しT=.

¥し7己′う7'ヒzTT:-Ja. /ベーチェット病により失明と杏.,T=蕗軌

から､仰向7和を令tf頭わに参710すうことか大切TLL恭3こと告との韓

i)3､私達の周いや.新王何ものF_考え1ttて<血る一つでした｡

ヨた､奉和す5ヨ7,tの準備て･l∂､協賛広告.寄付軌てZ.･協777負<中

で､この集会や.難南港の三島由に対しての王里蹄か甥舌･T,てきている嵐

●　に鷹bら九.廃れの竜泉や､気を付けて行って来て下さいと差し

入れ部局(iられる昏ヒ､私達の漉釦の大き'd-励3)と甘｢てい台石

こ如らを通し､ T=<でんの軽いと.ぴんl言､る71を.いっ甘い席じる

ことのできT-t集会だ｢たと配し13す｡

掃え-,777､うra､集金プログラムの基毒醜臥集合各列漢鼓等を､
L)つくリヒ鞄み返し､勤gre止し1う重み壬席じ　集合の竜泉とちr3う

しこを頑詠しきLTI-A

夜の遜篭船に象ってイイ人び臥つか7たという､うれしし1鳩報堤矢

Lこ.コっヤく泉船､花火がと7t,キレイT-:1っ7:-L･.､とし1う軌1虹も､-｡

寮L,く､肩亀泉rJl晴を過ごさせて頂(こと7TでききLT=｡
-10-



合茎集会
7oD 71ラム

基調報告

難病患者･障害者･高齢者が安心して暮らせる

社会づくりをめざして

昭和48年(1973年)北海道難病団伴連絡協議会が10団体, 1,100家族で発足して

から･ 18年が経過し,現在は加盟24団体(疾病別25部会) 9,600家族となり,地域

組織は準備会も含め,全道19支部となりました｡

この軌昭和57年(1982年)には公益法人として認可を受け,財団法人北海道難病

連と組織を発展させ,現在なお,いくつかの疾病団体が新たに発足しようとし,また

地域組織も全道各地に次Jtとつくられようとしています｡
~人の患者･家族の小さな声を集め,小さな団体の弱い力を結集して,地域社会へ,

行政へ･そして国へ,難病患者･家族の抱える問題を訴え,一日も早い発病の原田究

明と治療法の開発をお願いし,一人で悩み,孤立している仲間へ手を差しのべ,お互

いに支え合いながら外-出ようとよびかけた私たちの運動は,当時の医療の現状から

みても･私たち自身の症状からみても, 18年間も続けることができるとは予想するこ

とさえできないものでした｡

しかし,多くの仲間を失いながらも,夢中で必死に続けてきたこの18年間に得た私

たちの活動の成果は,けっして小さなものではありませんでした｡

北海道の難病対策は･全国有数のものとなり,多くの他府県のモデルともなり,特

定疾患患者の発見と畳掛ま全国で一番多く,その上さらに道単独事業としても10疾

患を指定し,現在併せて34,740人となるに至っています｡

全国に先がけて実現した難病センターは,私たちの活動の中心としても,道内の患

者･家族の拠りどころとしてもさらに福祉関係の団体や障害者団体との交流の場とし

ても･測りしれない大きな役割を果し,全国の府県難病連の目標とさえなっています｡

また,私たちは様々な段階を経て, 1986年日本の患者運動のナショナルセンターと

して･日本患者,家族団体協議会(JPC)を多くの仲間とともに結成し,ここでも

多くの全国的な政策に関わる成果をあげてきました｡

しかし,そのような成果のどの一つとして,ただ私たちが結集したから,団体や会

員数が増えたからというだけで得たものでも,自然に与えられたものでもありません.

私たちは, 18年間この全道集会を続けてきました｡全道集会だけではなく,総会や

研修会･街頭/(レ-ド,街頭署名,そして道内各地での様々な集会や医療講演会,交

流会･検診･相談会と実に多様な集まりを開き,訴えを行い,要望をつくり上げ,そ

こからさらに欧風請願活動を行い,様々な社会に対して理解を求めるPR活動を行

ってきたのです｡

そのどの-つをとっても,病気を抱え,あるいは介護をしながらのものであり,莱

なものは何ひとつありません｡私たちが集会を開き,畿関誌を発行し,要望やPR活

動を行うということは,その一つひとつの全てに私たちの生きている力の一粒一粒を

-ll-

●-

/

I

.

.

基

調

報

告



はぎとり,つなぎ合わせてつくり上げてきたものなのです0

第18回を迎え,今日,洞爺湖畔に集まった私たちの集会は･まさにその点に意義の

ぁるものであり,参加された一人ひとりの患者･家族の方々･そして準備し･参加者

をとりまとめ,資金づくりに奔走された多くの役見会員●の方々の決意と努力の結晶

であり,この集会自体が大きな成果の一つなのです｡

この18年の問に,私たちは大きないくつかの成果を上げてきましたが,とりわけ社

会の意識の変化は大きく,また,医療,治療法の進歩は著しいものがあります｡ 18年

前の状況とは異なるものであることは明らかです.何よりも･私たちが18年間活動を

続けることができたこと.そして私たちの鼠織が今,大きく,このように成長してこ

こにあることが,それを証明しているのICはないでLlうか｡

だが,しかし,今なお多くの疾病において,治療法もなく,原田の究明も進まず･

精神的にも経済的にも大きな負担があり,患者や家族は様々な悩みと困難の中にある

ことは事実です｡それどころか,病気の治療によって新たな,より困難な疾病に感染

● ;I,/･}:; n.霊∴t:-∴∴ -I :;:-予言㌍:∴ ･'_/-1千千
で悩み苦しんでいる人も少なくはなく,不幸な事件は後を絶ちませんo

技術開発の競争は人間の生死の問題を超え,遺伝子や生命操作にまで及び,様々な

具体的な危険性,人間としての倫理に至るまでの問題を提起するようになってきまし

た｡

また,治療技術の発達にJ:って,発病患者とその家族も高齢化問葛の其只中に放り

込まれることとなり,場合によってはより大きな困難に直面させられることとなりま

した｡同時に,この治療･技術の発達は,病気の長期慢性化と疑埋な進行形態を生み

出し,従来の身体障害や精神幹事との境界を不明確なものとすることになりました｡

もともと我国における障奉書(ないしは身体降車者)の基準は,国際的には通用し

ないものであったのですが,それがことさら明らかにされ･さらに北欧の福祉が次々

と紹介され,その上　アメリカのADA (障害をもつアメリカ人法)の制定のニュー

スを受けるにあたって,それらの矛盾はいっきに白日のもとにさらされる結果となっ

たのです｡

●こ言霊誓ごとも福祉に恥のある人なら･誰でもが知っていること頒解できる

難病や長期埋性,進行性の病気と身体障害や精神障害･そして高齢化による様々な

心身の衰えとの間に,どのような区別が,違いがあるのでしょうか｡

制度が違う,法律が違うとしても,それを利用し･取り扱うのは一人の人間なので

す｡行政としては,その法律や制度を取り壊う畿横であり,それが･国から道･道か

ら市町村-と,タテ割りに連絡が行われるのは理解できるとしても･一人の人間の病

気や障害や加齢による様々な現状や困8,苦しみをタテに割り,ヨコに裂くことはで

きないのです｡
一人ひとりの小さな声から始まり,一つひとつの病気の集まりから始まった私たち

の運動は, 21世紀に向けての大事なキーワードとして･ト一人の人間｣としての幸福の

追及権をあげなければなりません｡ト人の人間を,一人の人間として見る｣当り前の

ことを,社会に対して訴えていかなければならないという･新しい課霜を与えられた
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のではないでしょうか｡

私たちの全国姐稔であるJ PCは,そのことを結成宣言の中で｢人間の生命そして

生命の噂厳が全てにわたり,何よりも大切にされる社会を｣と厭い,その運動を｢人

間性復権の闘い｣と宣言しました.

私たちも,人間として生を得た時から,死の瞬間に至るまで一つの生命であり,一

人の人間であることを主張し,それを保障する稔合された医療と社会保障をめざさな

ければなりません｡

そして,そのような考え方は,人間と自然との一致をも同時に考えさせられるもの

であり,人炉がつくり出している巨大な廃棄物や危険,自然体系を破壊する無用な人

工物と乱開発,そしてそこから新たに生じる人間の心身-のストレスなどの間葛と,

私達の求める｢人間性を大切にする社会｣の運動とはけっしてかけ離れたものではな

いのです｡

私たちが心安らぐ時,そこには安らぎをもたらす自然もなければならないのです｡

まさに,私たちは,これらの落問患わ観点の上に立つ晩多くの団体が手を結び,

多くの人々の共感と支援を得ることができるのではないでし上うか｡

運動なくして成果はありません｡自主性なくして自立はあり得ません｡私たちの一

人ひとりが小さな力を出し,一つの現臭を訴え,小さな力を出し合い,一つの要望を

実現していく,そのような運動をこれからも続けて行こうではありませんか｡

いつか,いつの日か,私たちの悩みや苦しみが取り払われ　明るい笑顔と安らぎに

満ちた社会が実現する日のために｡

1991年7月28日

第18回難病患者･障害者と家族の全道集会(洞爺)
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<集会特別決議>

北海道難病センターの大幅増築とケア住

宅,ケア宿泊施設を実現させる決議(莱)

私たちの北海道難病センタ-は･北海道における難病団体活動･患者運動の発展･

向上に大きな役割を果たし･病気によって悩み･苦しみ･不安を抱いている患者･家

●　族-の相談･助言･そして励iLや具体的な捷恥と瞳めて大きな貢献締っていま

す｡

そして,辛,全国各地の難病連の活動の目標ともなっていることに･誇りと自信を

もつこともできるものとなっています｡

しかし,現状は,事務所,相談室･会議･研修室･宿泊室･ EP刷作業亀資料保管

スペースの全てにおいて,全く狭いものとな｡･福祉機器の展示スペースさえ確保で

きません｡

m,各団体や連携を必要とする福祉関係団体の事務所が必要との声は当初からあ

りました｡

患者や陣害者とその家族が安心して泊まることのICきる本格的な宿泊施設･患者や

●　車椅子の締着でもゆった｡と会釈研酌することのできる蛸壷.研臓そし

て難病患者や障害者･高齢者が安心して生活できるケア付･低料金の住宅をという新

しい時代の要望が急速に強まっています○

私たちは,これらを絵合した施設として将来の社会のモデルとなる先劉勺事業とし

て,現草病セソクーに併設したケア住宅付別館建設運動を,大至急に7そして最大限

の力を結集し実現に向けて運動を展開することを決鼓します｡

1991年7月28日

第18回難病患者･陣害者と家族の全道集会(洞爺湖畔にて)
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.T. I-⊥-

事　務　局　ヵ､　ら

1-⊥.T.
.鷲--

◎17,8回全速味会(Y,う巾偏管広告せいT=rごさ%L.た　-♂- L一丁

鮒締ふけ芽)　頑/∫♂00- (細君登内襲伝　頼　9.000･

如新居171ぜ　稗　Pooc- ,頼れ､帯広　碍/∫0秒
;/ン才ヨ･rTIL,fソ棉　Pooクー　和博くれ賓うんじ､､聯/5.000･

十腰桶壌匝舶会頑/∫L,-0'-　帝石商事(柵　碑　チ690-

(75)丸≡旨花岡畳商店頑　9000-

高木炭雁木礎石浄叶塵　Pooo一

十カジマ薬局　頑　PooD-

工cAN英会話学院頑/∫ Coo_

摘叫碕米穀店　　ji,I,∫ 000-

(加タカハシ婆強　頑9LOCC一

僻木上工務店　　額　poo♂･-

ニュー金rL^ペ,/ト棉/∫000-

(秤)　9L^

帯rLlプロパンlf斧)

3+tl､′I fT血TIウナ

紹紫敏償(柿)

サイト一面争(柵
l梓1 i#tSB_

頑?ooo一

頑　戸ooo･

頑　チooクー

寸寅　テクOC･

碩　9000-

棟　タlM-

i--亘T-字∴::- -i -:-･--･-I /,:/iI二巨

歩二者好もし･たた二才才した--一一一オー　t　　　ぐ

藤　田　丘 穣/oooo一　帯fLlプロ/､nン碩/C".

諸　7Jく　懐　手　棉　′oooo-　確卑(項か　碩　500_

圭　HJ ･=,tELJ-1'碩仰OCか　大　谷JfL, -k様似のかっlI

智摩　911 ,ELi　畑J,000-　壕本　　絹碩三､コ←ス摘

L一･l lr ･ ･'.: .･･一:･･:-･･一　　･I ･ -

-15　-

●

⊂

i
J
J
t



二1
a)　劫　知　　ら　せ　夢

.T. I l~- 1･--.T.一一⊥T.T.

由花火終夜lくご協力いただきました　　　･一･一一一

及lll　確　/5-34Zクー

●筈孟 赫　　4(84L/I

頗　　3 090-

仲　原　京銀　　ゲ223-

水　蜜　戒　　ゲ532-

山　香　頗　/8ノ28-

大谷姪犬(神か横　55Z5-?0-

かち争い(辛-=B)頼　占9.占28-

緑止痛軌畠師範/74LOクー

帝7TLl夜の食　後　　23-bゲ7-

で賭茨部(循象)  /083ふ5-

鋤賭春夏盈にご協かtT-/T-rJてあIlます

)il歯大生マ一軒′ト　棉　852一　触那嵐　佃叱､梯/275-

JFl由夫質せン乍一　緒　bLi5--　か茶の′3＼じ､　雅/.Lf30-

●苛酷生協繰商店　碑/24E72-　蒼古詔商店　確　5.3514-I

市民皆協　火癌　碩　2う80-　;,仰町r7イン戒　林　′063/I

帯CL^7-Ltン乍一　緒　卯EgB-　スす.′7　敏　碩(凍回寮)

(かこじ′5こき　夜　83/-　((/99/卑8月才紐･回焦分≫

バず､-^の品畑簡碑　受　付　中　cP

締しくLl ､十月綾部事務助( Zうー♭♭oZ)与で扉始動=
-16　-



HSK　なんれんh時号

■A人/JIEI故人北海道難病連tpAたて8　　耶鵬年1月13日井三脚t鵬可

札■TM*ElTl ATlJTt　刑11-日-3233　　1991年8別OEl尭行HSKat282書(■月I EmOll先行)

十■t■　　　　　　　　　　　　　　　　　弗行人　　北斗lk件r書暮EiEl棚71行砂や金　71JF A序
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